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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年6月5日(2008.6.5)

【公開番号】特開2001-354720(P2001-354720A)
【公開日】平成13年12月25日(2001.12.25)
【出願番号】特願2001-120969(P2001-120969)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  16/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  41/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/17     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  16/24    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  41/24    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  43/17    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月18日(2008.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　以下の式：
ＣＦＸ＝ＣＸＯＣＦ2ＯＲ　　　（Ｉ）
［式中、ＲはＣ2～Ｃ6直鎖状もしくは分岐状あるいはＣ5～Ｃ6環状（ペル）フルオロアル
キル基、または１～３の酸素原子を含むＣ2～Ｃ6直鎖状もしくは分岐状（ペル）フルオロ
オキシアルキル基であり；Ｒが上で定義したフルオロアルキルまたはフルオロオキシアル
キル基であるとき、以下：Ｈ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉから選択され、互いに等しくまたは異なる
１～２の原子を含むことができる；Ｘ＝Ｆ、Ｈである］
を有するフルオロビニルエーテル。
　　【請求項２】　式：
ＣＦＸ＝ＣＸＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ2Ｙ　　　（ＩＩ）
［式中、Ｙ＝Ｆ、ＯＣＦ3；Ｘは上記のとおりである］
を有する請求項１によるフルオロビニルエーテル。
　　【請求項３】　式：
ＣＦ2＝ＣＦＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ2Ｙ　　　（ＩＩＩ）
［式中、Ｙは上記のとおりである］
を有する請求項１または２によるフルオロビニルエーテル。
　　【請求項４】　式：
ＣＦ2＝ＣＦＯＣＦ2ＯＣＦ2ＣＦ3　　　（ＩＶ）
を有する請求項１～３のいずれか１つによるフルオロビニルエーテル。
　　【請求項５】　少なくとも１つの別の重合性モノマーと、請求項１～４のいずれか１
つによるフルオロビニルエーテルを重合することにより得られうるホモポリマーを含むポ
リマー。
　　【請求項６】　コモノマーが、任意に水素および／または塩素および／または臭素お
よび／またはヨウ素および／または酸素を含む、重合性二重結合Ｃ＝Ｃを少なくとも１つ
有するフッ素化された化合物である請求項５によるコポリマー。
　　【請求項７】　任意の共重合性コモノマーが、フッ素化されていないオレフィンＣ2
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～Ｃ8である請求項５または６によるコポリマー。
　　【請求項８】　コモノマーが以下：
－　Ｃ2～Ｃ8ペルフルオロオレフィン、好ましくはテトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、
ヘキサフルオロプロペン（ＨＥＰ）、ヘキサフルオロイソブテン；
－　Ｃ2～Ｃ8水素化フルオロオレフィン、好ましくはフッ化ビニル（ＶＦ）、フッ化ビニ
リデン（ＶＤＦ）、トリフルオロエチレン、ＣＨ2＝ＣＨ－Ｒ2

fペルフルオロアルキルエ
チレン［式中、Ｒ2

fはＣ1～Ｃ6ペルフルオロアルキルである］；
－　Ｃ2～Ｃ8クロロ－および／またはブロモ－および／またはヨード－フルオロオレフィ
ン、好ましくはクロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）およびブロモトリフルオロエチ
レン；
－　ＣＦ2＝ＣＦＯＲ2

f（ペル）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）［式中、
Ｒ2

fはＣ1～Ｃ6（ペル）フルオロアルキル、好ましくはトリフルオロメチル、ブロモジフ
ルオロメチルまたはヘプタフルオロプロピルである］；
－　ＣＦ2＝ＣＦＯＸa（ペル）フルオロ－オキシアルキルビニルエーテル［式中、Ｘaは
：１以上のエーテル基を有する、Ｃ1～Ｃ12アルキル、またはＣ1～Ｃ12オキシアルキル、
またはＣ1～Ｃ12（ペル）フルオロオキシアルキル、好ましくはペルフルオロ－２－プロ
ポキシプロピルである］；
－　構造ＣＦ2＝ＣＦＯＸbＳＯ2Ｆ［式中、Ｘb＝ＣＦ2ＣＦ2、ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2、ＣＦ2Ｃ
Ｆ（ＣＦ2Ｘ

c）［ここで、Ｘc＝Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ］］を有するスルホン酸系モノマー
から選択される請求項５～７のいずれか１つによるコポリマー。
　　【請求項９】　（ペル）フルオロポリマーが、結晶ゾーンを形成させる量の請求項１
～４のいずれか１つによるビニルエーテルの量を含むために、プラストマーのものである
請求項５～８のいずれか１つによるポリマー。
　　【請求項１０】　（ペル）フルオロポリマーが、非晶質ポリマーを得る、すなわち結
晶ゾーンの消失を引き起こすような量の請求項１～４のいずれか１つによるビニルエーテ
ルを含むために、エラストマーのものである請求項５～８のいずれか１つによるポリマー
。
　　【請求項１１】　請求項１～４のいずれか１つによるビニルエーテルの量が、約１５
～２０モル％の範囲である請求項１０によるポリマー。
　　【請求項１２】　反応式：
【化１】

［式中、
化合物（ＶＩＩ）中、
Ｒ1、Ｒ4は同一または異なって、Ｈ、Ｆであり；Ｒ2、Ｒ3は同一または異なって、Ｈ、Ｃ
ｌであり、以下の条件下：
（１）最終反応が脱ハロゲン化のときＲ2、Ｒ3＝Ｃｌであり、
（２）最終反応が脱ハロゲン化水素のとき、Ｒ2、Ｒ3の２つの置換基の一つがＨであり、
他がＣｌである；
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8は：
－　Ｆ、またはそれらの一つはＣ1～Ｃ4直鎖状もしくは分岐状ペルフルオロアルキル基ま
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たは１～３の酸素原子を含むＣ1～Ｃ4直鎖状もしくは分岐状ペルフルオロオキシアルキル
基であるか、または
Ｒ5およびＲ7、またはＲ6およびＲ8は、互いに結合してＣ2およびＣ1と共にＣ5～Ｃ6環状
ペルフルオロアルキル基を形成し；
－　Ｒ5～Ｒ8基の一つがＣ2～Ｃ4直鎖状もしくは分岐状フルオロアルキルであるとき、ま
たは１～３の酸素原子を含むＣ2～Ｃ4直鎖状もしくは分岐状フルオロオキシアルキル基で
あるとき、他のＲ5～Ｒ8の１または２は、Ｆであり、残りの１または２は同一または互い
に異なって、Ｈ、Ｃｌ、Ｂｒ、ヨウ素から選択され；Ｈ、Ｃｌ、Ｂｒ、ヨウ素から選択さ
れる置換基が２つであるとき、それらは両方とも同じ炭素原子に結合し；Ｒ5およびＲ7、
またはＲ6およびＲ8は、互いに結合してＣ2およびＣ1と共にＣ5～Ｃ6環状フルオロアルキ
ル基を形成し、２つの遊離置換基Ｒ6、Ｒ8またはＲ5、Ｒ7の一つは、Ｆであり、他はＨ、
Ｃｌ、Ｂｒ、ヨウ素から選択される；
－　反応ａ）で用いられるフルオロアルケンは、その後の反応ｂ）のものと置き換えるこ
とができる；この場合、Ｒ1～Ｒ4基、およびＲ5～Ｒ8基のそれぞれの置換基で定義された
意味は、互いに相互交換可能であり、ただし、中間化合物（ＶＩＩ）の鎖上の－ＯＣＦ2

Ｏ－に関する各２つの基Ｒ1～Ｒ4およびＲ5～Ｒ8の各基の位置は、上記反応式に従い合成
が起こり、２つのオレフィンが互いに反応すると占める位置と同一である］
に従い、
式Ｒ1Ｒ2Ｃ＝ＣＲ3Ｒ4を有するフッ素化オレフィンとのハイポフルオライトＣＦ2（ＯＦ
）2の最初の反応で中間体のハイポフルオライトＦ－ＣＲ1Ｒ2－ＣＲ3Ｒ4－ＯＣＦ2ＯＦを
得、
この化合物と式Ｒ5Ｒ6Ｃ＝ＣＲ7Ｒ8の第二のフッ素化オレフィンとの続く反応で中間体Ｆ
－ＣＲ1Ｒ2－ＣＲ3Ｒ4－ＯＣＦ2Ｏ－ＣＲ5Ｒ6－ＣＲ7Ｒ8－Ｆを得、
それを続く脱ハロゲン化または脱ハロゲン化水素により、新しいペルフルオロビニルエー
テルを得ることからなる請求項１～４のいずれか１つによる（ペル）フルオロビニルエー
テルの製造法。
　　【請求項１３】　工程ａ）において、反応物がほぼ単位モル比か、ＣＦ2（ＯＦ）2が
過剰で存在し、反応器中の混合物の滞留時間が１００分の２，３秒～約１２０秒の範囲で
あり、反応温度が－４０～－１５０℃であり、化合物（ＶＩ）が分離されず、連続的な方
法で工程ｂ）の反応に移される請求項１２による方法。
　　【請求項１４】　工程ｂ）において純粋な状態または溶液中でＲ5Ｒ6Ｃ＝ＣＲ7Ｒ8オ
レフィンが、最初の反応で得られた生成物と反応して化合物（ＶＩＩ）を形成し；
オレフィンが連続的に供給され、反応器中でその濃度が一定に維持され；
反応ｂ）の温度が－５０～－１３０℃、好ましくは－２０～－１００℃の範囲であり、オ
レフィンの濃度が０．０１Ｍに等しいかまたはそれ以上であり、好ましくは濃度は３Ｍよ
り高く、より好ましくは純粋な化合物を用いることができる請求項１２または１３による
方法。
　　【請求項１５】　工程ｃ）において、化合物（ＶＩＩ）が、工程ａ）およびｂ）にお
いて用いるオレフィンに依存し、未処理の反応材料から蒸留後に、脱塩素または脱塩化水
素に付して式（Ｉ）のビニルエーテルを得る請求項１２または１４による方法。
　　【請求項１６】　化合物（ＶＩＩＩ）が、
式Ｘ1Ｘ2Ｃ（ＯＦ）2

［式中、Ｘ1およびＸ2は同一または異なってＦ、ＣＦ3である］
のハイポフルオライトと、式ＲA

1Ｒ
A
2Ｃ＝ＣＲA

3Ｒ
A
4およびＲA

5Ｒ
A
6Ｃ＝ＣＲA

7Ｒ
A
8のそ

れぞれ
［式中、ＲA

1～ＲA
8は同一または異なって、Ｆ、Ｈ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＣＦ2ＯＳＯ2Ｆ

、－ＳＯ2Ｆ、－ＣＯＦ、Ｃ1～Ｃ5直鎖状もしくは分岐鎖状のペルフルオロアルキルまた
はオキシペルフルオロアルキル基である］
の２つのフルオロアルケンとの反応により得られうる請求項１２～１５のいずれか１つに
よる（ペル）フルオロビニルエーテルの製造法。
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